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 青森県海況気象情報総合システム「海ナビ＠あおもり」で、陸奥湾の波浪予測を配
信しています。3 日先までの湾内 10 地点の波浪予測が確認できます。  

 予測値は気象庁の予報値と当研究所の実測データをもとに 株式会社吉田産業によ

り算出されたものです。  

本情報は漁業団体が経費を負担しています。 

地点： 浦田沖 切替
 

浦田沖 2019/11/07 07:12 更新  

日時 波高(m) 風向 風速(m/秒)
11/7 9:00 0.5 南南東 6

11/7 12:00 0.6 南南西 6
11/7 15:00 0.8 西 10
11/7 18:00 0.8 西 9
11/7 21:00 0.9 西北西 10
11/8 0:00 0.9 西北西 9
11/8 3:00 0.8 西北西 8
11/8 6:00 0.7 西北西 7
11/8 9:00 0.6 西 6

11/8 12:00 0.6 西 7
11/8 15:00 0.7 西 8
11/8 18:00 0.7 西 8
11/8 21:00 0.8 西 8

URL  http://www.aomori-itc.or.jp     e-mail：sui_souken@aomori-itc.or.jp 
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内水面研究所 養殖技術部 研究員 成田留衣  

サーモンは若い年代を中心に人気が高く、寿司ネ

タとしても多くの人々に親しまれています。日本で

消費されているサーモンは海外から輸入されたもの

が大半を占めています。国内で生産される養殖サー

モンとしては、平成元年から青森県むつ市大畑で養

殖されている「海峡サーモン」が全国的に有名です

が、近年日本各地でご当地サーモンが次々と生まれ、

国内サーモンが注目を集めています。その一方で、

県内内水面でのニジマスの生産量は減少しています。 

青森県の新たな淡水養殖ブランドサーモンを目指

して開発された「新サーモン（仮称）」（写真 1、2）

は、大正 2 年に青森県水産試験場相坂鮭鱒人工孵化

場（現在の内水面研究所）に導入されて長年継代飼

育してきた青森系ニジマスと、成長の良いドナルド

ソンニジマスを掛け合わせたものです。そのため、

飼育しやすく、淡水でも大きく成長し、約 4年で 6kg、

最大で 8kg に成長します。また、新サーモンは、全

雌三倍体魚(※1)とすることで不妊化されており、成

熟により肉質が劣化しないため、年間を通して高品

質なサーモンを生
なま

で出荷することができます。 

また、新サーモンの餌には味（旨味）の向上のた

めに、青森県の特産であるニンニクとリンゴを加え

ています。これにより、魚の餌への食いつきも良く

なります。 

新サーモンのブランド化に向けた品質基準や生産

マニュアルの作成のため、新サーモンの身の色、脂

肪分、アミノ酸、アスタキサンチン等の成分分析を

行い、市販のサーモンと比較しました。 

サーモンカラーチャート（写真 3）による身色の

比較では、新サーモンの身色は市販サーモンと同程

度（図 1）で、脂肪分は少なめ（図 2）でした。 

株式会社インテリジェントセンサーテクノロジー

社製の味認識装置 SA502B を用いた旨味の比較では、

餌にニンニクとリンゴを加えた餌で 3 か月飼育した

ものは、市販のサーモンに比べて、旨味が強い結果

売れる「新サーモン」利用促進事業  

写真 2 新サーモン 

写真 3 ｻｰﾓﾝｶﾗｰﾁｬｰﾄ（salmo fan） 

写真 1 新サーモンの刺身  

図 1 身色の比較  

（番号が高いほど赤味が強い） 

新サーモン 

※１ オスの性染色体を持たない三倍体魚。ニジマスの全雌三

倍体は成熟しないため通常のニジマスより大きく成長する。 
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となりました（図 3）。 

今後は「新サーモン」の名称を決定し、青森県の新たな水産物ブランドとして、県、生産者、

飲食店等と協力し、生産と販売体制を整えていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

令和元年 9 月 15 日に平内町夜越山森林公園で平内町漁協が主催する「ほたての祭典 2019」と

共催で水総研の公開デー「見る知る一日」を開催しました。研究成果の他、海の生き物タッチコ

ーナーやホタテ栞づくり、ロープワークなどの体験をしてもらいました。平内町漁協合併 50 周年

記念大会ということもあり、約 1 万 6 千人と多くの

来場者で賑わいました。 

内水研では、8 月 4 日に奥入瀬川河川敷において

奥入瀬川クリーン作戦と共催で「シジミやニジマス

とふれあいデー」と題して、内水研の公開デーを開

催しました。猛暑の中、シジミゲームには長蛇の列

ができ、ニジマスつかみ取りでは内水研提供の賞品

「新サーモン」をゲットするため老若男女が水飛沫

を浴びながら奮闘しました。来場者は約 700 名と大

盛況でした。 

 
 
 
  
 陸奥湾の漁場環境を詳細に調べる「陸奥湾漁場保

全対策基礎調査」が 9 月に試験船なつどまりにより

実施されました。1979年から 4年毎に実施しており、

今回は 11 回目となります。水質調査 20 地点、底質

調査 42 地点で調査を行いました。令和元年度中に水

質、底質のサンプル分析を終了し、令和 2 年度に解

析、報告書作成、公表する予定です。 

 

図５  脂肪分の比較  

図 2 脂肪分の比較  

新サーモン 

図 3 味認識装置による旨味の比較  

（通常淡水養殖ニジマスを 100 とした場合の旨味） 

新サーモン 

水総研と内水研の公開デー開催 

陸奥湾の健康診断  

ニジマスのつかみどりの様子（内水研） 

試験船  なつどまり 
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水産総合研究所 所長 野呂恭成 

水産総合研究所には、漁業者やマスコミなどから、魚介類に関する様々な情報や問い合わせが

寄せられます。それらの多くは、業務や研究との関わりが薄いことから、その場限りで忘れ去ら

れます。しかし、個々の事象は、今は重要でなくても、将来、貴重な情報となるかも知れません。

ここでは、ここ数年、研究所に寄せられた魚介類の情報について紹介します。 

 

陸奥湾東湾でトゲクリガニ大発生 

2019 年 4～5 月、陸奥湾東湾でトゲクリガニがかつてないほど豊漁だという情報があり、漁獲統

計を整理しました。その結果、陸奥湾のトゲクリガニの年間漁獲量は、2018 年に 59 トン、2019

年は 5 月までで 72 トンに急増していました。漁獲量が増加した漁協は野辺地町漁協、横浜町漁

協で、いずれも 1999 年以降最高の漁獲量でした。陸奥湾東湾では 2015 年、2016 年の 6 月頃にホ

タテガイ半成貝出荷時にトゲクリガニの稚ガニが非常に多く付着していたこと、2018 年 1 月末～

2 月上旬に大量のマイワシが漂着し、その後、海底

に大量のへい死したマイワシが確認されています。

このことから、大量の稚ガニが発生し、マイワシの

補給により海底での餌料環境が良かったことが、ト

ゲクリガニの生き残りや成長を促進し、漁獲量増加

につながったと推測されました。さらに、野辺地町

漁協では、ホタテガイ地まき漁場に大量のトゲクリ

ガニの分布が確認され、放流するホタテガイ稚貝の

食害が懸念されることから、2019 年の秋放流を翌年

の春放流に変更するとのことです。（2019 年 6 月 21

日 NHK で関連放映あり） 

 

津軽海峡でニシン豊漁 

2018 年 2 月上旬、津軽海峡に面するむつ市大畑でニシンが豊漁との情報が寄せられました。大畑

町漁協がある津軽海峡東部海域のニシン漁獲量は、2016 年に 3,518kg と急激に増加し、2018 年

には 7,076kg となっています。1～2 月で年間の大半

が漁獲され、大畑町漁協からの情報では定置網に産

卵していることが確認されています。青森県沿岸の

ニシンは、太平洋側の六ケ所村尾駮沼で産卵する湖

沼性ニシンが存在します。一方、日本海から津軽海

峡では、江戸時代から明治期に大量に漁獲されまし

たが、大正時代以降、ほとんど漁獲されなくなりま

した。むつ市大畑対岸の北海道北斗市でも近年ニシ

ン資源が増加しており、いずれも地域性ニシンと考

えられます。 

（2018 年 2 月 10 日付けデーリー東北に関連記事が掲載） 

 

図 1 陸奥湾におけるトゲクリガニの漁獲量の推移  

（9 漁協・支所の抽出。2019 年は 5 月までの集計） 

図 2 青森県におけるニシンの漁獲量の推移  

研究所に寄せられた魚介類の情報 
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新井田川にクロマグロ！？ 

2019 年 9 月 4 日に八戸市の新井田川で全長 1ｍ位

のマグロのような魚が泳いでいるとの情報があ

り、写真を確認したところ、第二背びれ後端から

8 本ほどの離鰭が確認され、クロマグロと推定さ

れました。魚影が確認されたのは新井田川河口か

ら 4 ㎞上流付近で、満潮時に海水がその付近まで

上がってくる場所です。おそらく、何らかの理由

で八戸港から新井田川に迷い込んだものと考え

られます。その後、クロマグロと思われる魚は、

下流との移動を繰り返し、9 月 9 日以降確認され

なくなったとのことです。（2019 年 9 月 6 日付け東奥日報、デーリー東北に関連記事が掲載）。 

 

129 ㎏のオオクチイシナギ 

2018年 5月 7日に佐井村牛滝で大きな魚が底建網で漁獲さ

れたとの情報が寄せられました。体重 129 ㎏のオオクチイ

シナギでした。青森県内では昭和 30 年代に三厩漁協で体

重 167 ㎏の個体が漁獲されたのが最大です。三厩漁協でも

かつてたくさん漁獲されましたが、最近は年間数トン程度

です。オオクチイシナギは、三厩地区では結婚式には欠か

せない祝い魚だそうです。（2018 年 5 月 12 日付け東奥日報

に関連記事が掲載）。 

 

キビレミシマの採捕 

2019年 6月に佐井村牛滝の漁業者から変わった魚が獲れた

と情報が寄せられました。ミシマオコゼ科のキビレミシマ

でした。漁法は刺網で、漁場水深 7ｍ付近で、6 月 7～22

日の間、10 個体採集されたそうです。大きさを測ってもら

ったところ、全長 25 ㎝、体重 290g が 1 個体、24 ㎝、260g

が 2 個体でした。過去の採捕記録を調べたところ、①2004

年発行の改訂青森県産魚類目録では、同年までに佐井村牛

滝沖で 1例確認、②2006年 9月につがる市車力沖で採捕（浅

虫水族館）、③2006 年 10 月に東通村岩屋沖で採捕（むつ水

産事務所）が確認されました。2006 年の採捕は、南方種が

多く流れ着く秋季でしたが、今回は 6 月に複数個体がまと

まって採捕されたことから、越冬や産卵で青森県沿岸に住

み着いている可能性が考えられます。（2019 年 6 月 27 日付

け東奥日報に関連記事が掲載）。 

 

 

 
 

写真 2 佐井村牛滝で漁獲されたオオクチイシナギ 

写真 3 佐井村牛滝で採捕されたキビレミシマ 

写真 1 新井田川に遡上したクロマグロと推定される魚  
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水産総合研究所 資源増殖部 主任研究員 鈴木 亮  
全国的には、海産魚の養殖業は有望な産業として発展しており、量産種や高級種が市場に安定

的に供給されています。青森県では海産魚のウスメバルや、近年全国的に急速に生産量が増えて

いるマス類（サーモン＝ニジマス）の海中養殖のみです。また、一般的に国内で養殖されている

量産種のブリやマダイ、高級種のクロマグロやハタ類などは、冬季に水温が低くなる青森県だと

成長の停滞、へい死が多くなるため青森県での養殖に適しません。そのような中で目を付けたの

が、主に北海道で漁獲され浜値が高く異体類の中ではヒラメ、ホシガレイ等と並ぶ高級魚となっ

ているマツカワ（写真 1）です。マツカワは主に北海道太平洋沿岸に生息し、産卵期に近づくと

福島県の沖合水深 200m 以深にある産卵場に向け南下を始めます。青森県の漁業としては、1～5

月頃の産卵回遊期に稀に漁獲されます。 

本研究はマツカワ養殖技術の開発を目指し、平成 28、29 年度に先行試験を行いました。その結

果からマツカワは、ふ化から 1 年半で体重 800g～1kg になる有望種であることが分かりました。

そこで、平成 30 年度からは本格的に内水面研究所、下

北ブランド研究所と連携して「種苗の量産技術の開発」、

「養殖技術の開発」、「実用化に向けた技術開発」の 3

つの研究を行っています。本誌では研究の途中ではあ

りますが、「種苗の量産技術の開発」、「養殖技術の開発」

について、これまで得られた成果を報告したいと思い

ます。 

1 種苗の量産技術の開発 

①親魚養成・人工授精技術開発 

人工親魚 48 尾を用いて親魚養成の試験を行いまし

た（写真 2）。養成期間は平成 29 年 5～11 月は外ヶ浜

町竜飛地区にある養殖施設、12～4 月は当研究所で養

成を行いました。餌料は 5～11 月は配合飼料、12～2

月は冷凍イカナゴを給餌しました。当研究所に移して

から平成 30 年 2 月 10 日までは濾過海水を掛け流し、

それ以降は調温海水を使って加温し成熟を促しました。

その結果、3～4 月で計 10 回の人工授精を行うことが

できました。1 回当りの平均採卵数は 1.2 万粒、合計

で 12 万粒の卵を得ることができました。マツカワは多

回産卵で産卵期間中に数回産卵することが知られてい

ます。人工授精においても 1 尾の雌で 3～4 回採卵する

ことができ、1 尾 1 回当りの平均採卵数は 3,200 粒で

した。 

採卵・採精については搾出法、人工授精は 10 回目の

み乾導法、それ以外では湿導法で行いました。マツカ

ワの受精卵は分離浮遊卵です。その特性を利用し海水

を入れた 30L パンライト水槽に受精させた卵を一度収

マツカワの養殖技術開発試験  

写真 2 採卵を待つ親魚  

写真１ マツカワ 

写真 3 人工授精作業  
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容し、水面に浮いている卵のみを回収する受精卵分離を行いました。回収した受精卵は 1t アルテ

ミアふ化槽へ収容し、10℃調温海水を 1 回転/日掛け流して管理しました。 

②種苗生産技術開発 

10℃調温海水による管理で 9 日目に全てのふ化が完了しました。ふ化した仔魚 34.9 千尾を用い

て生産を行いました。飼育水温は調温海水を掛け流して、14℃台になるよう調整しました。餌料

は仔稚魚の成長に合わせてワムシ、アルテミア、配合飼料を給餌しました。ワムシ及びアルテミ

アは栄養強化のため、インディぺプラス（サイエンテック㈱）で 17～24 時間強化しました。ふ化

から 41 日後に取上げたところ、平均全長 15.2mm の稚魚 25.9 千尾（平均生残率 74.2％）を得る

ことができました。 

③養殖用種苗の作出 

取上げた稚魚は中間育成を行い、分槽、大小及び奇形個体の選別をし、養殖用種苗を作出しま

した（写真 4）。調温海水の掛け流しで水温 14℃を保ち、ろ過海水（自然海水）の水温が 14℃台

になってからは、ろ過海水のみを掛け流しで飼育しました。餌料は中間育成開始から 50 日後まで

はアルテミアと配合飼料の混合給餌、それ以降は配合飼料のみを給餌しました。その結果、養殖

用種苗を 7月に 0.9千尾（平均値：全長 69.3mm、体重 5.6g）、9月に 4.6千尾（平均値：全長 115.3mm、

体重 21.5g）11 月に 3.7 千尾（平均値：全長 125.9mm、体重 30.3g）の計 9.2 千尾を作出すること

ができました。 

２ 養殖技術の開発 

作出した養殖用種苗は、龍飛ヒラメ養殖生産組合の陸上養殖施設（青函トンネルの湧水を飼育

水としているため、年間通して水温が安定。）へ、平成 30 年 7 月 6 日、9 月 5 日、11 月 8 日に運

び養殖試験を開始しました。また、一般的な水温条件での成長特性を把握するため、平成 30 年

11 月 14 日に小泊漁業協同組合の陸上養殖施設へ運び養殖試験を開始しました。両地区とも適宜

選別作業と、月 1 回の魚体測定を行いました。 

竜飛地区における養殖試験開始から 1 年後の平

均体重は、7 月搬入魚で 647.0g、9 月搬入魚で

749.7g、11月搬入魚で 712.4gまで成長しました。

また、各月とも大小選別した大サイズでは平均体

重は出荷目標サイズ 800g を超え、中には 1kg を超

える個体も見られました（写真 5、6）。一般的水

温条件で養殖試験を行っている小泊地区では、水

温が低下する 1～2 月に成長の停滞が見られまし
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図 1 各養殖試験の平均体重の推移  

写真 5 龍飛ヒラメ養殖生産組合の養殖風景  写真 4 中間育成中のマツカワ 写真 6 生産者（伊藤文雄氏） 

     とマツカワ（体重 800g） 
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たが、3 月以降は順調に成長し、10 月測定時での平均体重は 763.8g でした。大型サイズでは出荷

目標サイズ 800g を超える個体も多く見られていました（図 1）。 

マツカワは産業として成立つ可能性があることから、今後は試験を継続し生産コストの算出な

どを行い、青森県におけるマツカワ養殖技術を確立してきたいと思います。 

 
 
 
 

令和元年 11 月 8 日（金）、平内町勤労青少年ホームにおいて平内町漁業協同組合合併 50 周年記

念式典が開かれました。式典では、平内町漁業協同組合代表理事組合長から水産総合研究所に対

して、特別功労者として感謝状が授与されました。ほたて貝増養殖研究を通じたほたて貝養殖漁

業発展への貢献を評価していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
「令和元年度青森県水産試験研究成果報告会」を下記日程で開催いたします。この報告会は水

産総合研究所、内水面研究所、食品総合研究所、下北ブランド研究所の研究成果を県民の皆さん

に紹介するために開催するものです。水産、食品加工に興味のある方のご参加をお待ちしていま

す。 

日 時  令和 2 年 1 月 23 日（木）9：00～12：30 

場 所  ラ・プラス青い森（青森市中央 1-11-18） 

※前日の 1 月 22 日には、青森県主催「青森県漁村青壮年女性団体活動実績発表大会」が県民 

 福祉プラザで開催される予定です。 

水産試験研究成果報告会開催のお知らせ 

 

 

平内町漁協から感謝状が授与されました  

感謝状  平内町漁業協同組合三津谷組合長から 

感謝状を受ける野呂所長  

トピックス 

 ウキヅノガイ（軟体動物門 腹足綱 翼足目 かめがい科）  

 今年陸奥湾でウキヅノガイが多く発生し、養殖のネットなどに付着していたり、

船外機の冷却水を詰まらせたりしています。ウキヅノガイは、クリオネに近い仲

間で 2～3cm の円筒形の殻をもち、殻口からでた左右の翼足を使って遊泳します。

陸奥湾では、平成 17 年に大量発生し、その後も時々目立った発生をしています。

先が鋭く尖っているので、手に刺さることもあるようです。十分に気を付けて作

業をしてください。 

5mm  

ウキヅノガイ 
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